
講師名

授業目標

使用テキスト

回　数 授業形態 担当講師

1～3 講義・演習 渕上真粧美

4～9

10～13

14～15 講義・演習 吉川倫

評価方法

備　考

出席状況・授業態度・学内演習・筆記試験

渕上真粧美

健康障害をもち、、援助を必要とする対象者への基礎的な技術を習得する。
①環境調整の技術を身につける。
②健康な生活のためのお食事の意義を理解し、対象に適した援助方法を修得する。
③排泄の意義とメカニズム・排泄の障害について理解し、床上排泄の援助方法を習得する。
④健康な生活を維持するための活動と休息・睡眠の重要性について理解し、睡眠を障害する要因と
援助方法を修得する。

専門分野　基礎看護技術Ⅱ　医学書院

授　　業　　内　　容

環境調節技術

食事援助技術

排泄援助技術

活動・休息援助技術

筆記試験

講義・演習 髙橋恵

科目名 生活援助技術Ⅱ
開　講　年　次 １年次前期

講義時間（単位） 30（1）


